
 

平成30年 第2回 肝付町議会一般質問 

順位 質 問 者 答 弁 者 用    件  ( 要 旨 ) 

１ 

 

 

 

宮後 竜一 

 

 

 

町   長 

 

 

 

 

 

 

町   長 

 

○カラーピーマン生産者のグリーンピーマンへの転換について 

 ・肝付町がカラーピーマンを推進し10年たった現在グリー 

ンピーマンへの転換を希望している生産者が多数いるが 

今後の町の対応を伺いたい。 

 ・グリーンピーマンに転換した場合の販路はどうなっている 

のか。 

 ・残ったカラーピーマン生産者への対応は。 

〇内之浦北方地区中溝用水路の復旧について 

 ・5年前の中溝用水路の崩落から慢性的な水不足で水田作付 

  をする生産者が困っている声が多くある。町としての対策 

  を伺いたい。 

 

２ 

 

 

進藤 鈴子 

 

町   長 

 

 

 

 

 

町   長 

○高齢者のシルバーカー（手押し車）について 

 ・在宅高齢者の健康目的や日常の生活の中で、シルバーカー 

 を必要としている人が多い。リース月額300円の制度もあ 

るが、介護認定の無い人は適用されない。よって全額自己 

負担（約15,000円）である。購入に当たり一部を補助金 

制度にして欲しい。 

〇婚活支援について、質問と4つの提案 

 ・平成23年から平成29年までの実績は3組の成婚である。 

 今のような状況では、予算の無駄遣いではないかと受け止 

められかねない。 

 ・町長は、6年間で3組の実績をどうお考えか。 

  今後の婚活支援に向けての 

提案その（1）参加費用について。 

提案その（2）成婚を高めるアイデアの創出について。 

提案その（3）参加者の年齢制限をなくする。 

提案その（4）ブライダル業界との協賛について。 

 ・町長は、今後の婚活支援について、どのような方針をお持 

  ちか、改めて伺います。 

 

３   坂口 喜作 町   長 

 

 

町   長 

 

 

 

 

町   長 

 

○防災担当職員の採用について 

 ・今年度、防災担当職員を採用する計画となっているが、そ 

  の状況はどうなっているか。 

〇自主防災組織の活動について 

 ・本町には自主防災組織がつくられている。この自主防災組 

 織の活動は、「自助」「共助」が重要である。行政として、 

今後どのような形で後押ししていくのか、その対策、対応 

策について伺う。 

〇今後の防災計画について 

 ・肝付町地域防災計画を元に町内各地において地区防災計画 

  が策定されているが、各地区における策定状況、進捗状況 

はどうなっているか。 

また、現在の地区防災計画策定にあたって、町としてどの 

ような点に留意して指導、助言等を行っているか。 

 



４ 富永 洋一 町   長 

 

 

 町   長 

 

 

 

 

○財政の健全化について（施政方針） 

 ・具体的方策（取り組み）を示すべき。 

 ・行政のスリム化の現状はどうなっているか。（公約） 

〇水産業の活性化について（施政方針） 

 ・魚価の付加価値を高めるため加工技術を導入したブランド 

  の確立を図るとある。 

① 具体的にどのような加工品を目指しているのか。       

② そのため内之浦に販売所及び加工場等の設置は考えられ 

ないのか。 

 

５ 前田 美春  町   長 

 

 

 

 

○居宅介護住宅改修費について 

 ・介護予防住宅改修費及び住宅改修費の利用状況について。 

 ・住宅改修費の支給（工事費用いったん全額自己負担改革に 

ついて）。 

 

６ 中原  稔 町   長 

 

 

 

 

○辺塚ダイダイの地理的表示（GI）の詳細説明について 

 ・出荷前に生産者や栽培者に対し詳細説明をすべきではない 

  か。 

  ※2018.02号広報きもつきに「辺塚ダイダイ」のGI登録に 

   ついて掲載されたが、農協に出荷しない場合はその名称 

   が使えない旨の記事がある。 

  （1）H29.12.15登録以前から同名称を使用し、販売ルート    

     を持っている生産者への対応はどの様になるか。 

  （2）庭先等に栽培されている辺塚ダイダイを、知人・友 

     人に提供する場合も従来の名称は使えなくなるのか。 

  

 ７ 柳 一夫  町   長 

 

 

 

  

○今後の中山間地の農道整備をどう考えるか 

 ・水土里サークル、長寿命化コンクリート舗装の残りは町か 

  ら材料を出し、1ヶ所ごとに終わらすべきではないか。 

 ・前田地区、田の農道整備について砕石散布だけで良かった 

のか。 

 

 ８ 有留 智哉  町      長 〇自主財源確保の取り組みに向けて 

 ・マイクロ発電について 

  農業用水路を利用した取り組み 

  水道施設を利用した取り組み（集落水道施設も含む） 

 ・宮原ロケット見学場の命名権について 

  今後自主財源確保として宮原ロケット見学場の命名権の募         

集をする考えはないか。 

 

 ９ 𠮷原 光  町   長 

 

 

 

 

 

 

 

町      長  

〇津波対策について 

 ・海に面した波見地区、内之浦地区において、地震津波対策は 

  充分なものなのか。南方地区に作られる避難タワーには大勢 

  の人が入れず、仁田山橋を通り、ロケット基地に避難するこ 

とが良い方法と考えるが、仁田山橋を地震に耐える橋に作っ 

て頂きたいがどう思われるか。小学校が避難予定の叶岳へ向

かう釈迦堂橋も同様である。叶岳へ登る階段も所々崩れてい

て危険である。 

〇児童公園 

 ・内之浦地区に子供が遊べる公園がないが、ぜひとも作っても

らいたいという意見が多い。どのように考えているか。 



１０ 益山 二郎 町    長 

農業委員会 

 

 

 

 

 町    長   

 

 

 町       長 

〇畑かん導入農地の活用策について 

・平成30年度より一部の通水が始まるが、町農政は何を推奨 

 作物とするのか。 

・そのための準備はどの程度進んでいるのか。 

・当該圃場地区に町外資本の農業及び農業法人が耕作してい 

 る事例を頻繁に目にする。これについての対策等を問う。 

〇町内圃場における最低所得補償制度導入について 

 ・農業全般の後継者育成を考慮する時、最低所得制度を導入 

  すべきではないのか。 

〇カラーピーマン農家の現状とこれからについて 

 ・カラーピーマンの販路拡大、イメージアップに取り組むと 

  答弁しているが、その内容について問う。 

 ・経営安定や所得向上等のための施策を過去の答弁を参照に 

  問う。 

 ・グリーンピーマンへの移行希望が多いと聞くが、これまで 

  の過程と問題点を質問しつつ、これからの展望を問う。 

  （受入先も併せて問う） 

 ・その他、カラーピーマン農家や同農政について問う。 

 

 


